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年少 ぱんだ 組

だんだん出来上がっていくのが楽しい♪
記入者 ぱんだ組担任

それぞれが作りたいものを決めて、自分のお気に入りの素材をじっくり選び、子供た
ちの“お気に入り”が詰まった動物や乗り物を作ることを楽しんでいます。作っている
うちに自分の作品を大切にする気持ちが芽生えたり、友達が作っているものにも興味が
向くようになってきたりしました。自分や友達の作品をいつでも見たり、手に取ったり
できるようにおうちを作ると、友達同士で見せ合う姿がもっと増えてきたように感じま
す。子供たちがそれぞれこだわって作っている様子を見て、動物の目や鼻、乗り物の車
輪なども楽しんで作れるように、ボタンやびんのふたなどの細かな素材も部屋に置き始
めました。
今までお部屋で使ったことがない素材に興味をもって手に取り始めた子供たち。「目

をキラッてさせたい」「にっこりおめめがいい」各々の作りたい顔に近付けるために素
材を選び始めました。“このボタンがいい”と気に入ったものを自分の顔の上に置いて
みて「これにする♪」と納得する子、置いてみたらイメージと違ったのか首をかしげて
「違うなあ…」と他の素材を探しに行く子など、それぞれ楽しみながら選んでいます。

作っている様子を見ていると、“こんな顔にしたい”“ここにこれを付けたい”とい
う思いやこだわりがたくさん詰まっているなと感じます。そんな出来上がっていく過程
を一緒に楽しみながら大切に作っていきたいと思います。

ここに
付けたい！

目になった！！

どれがいいかな♪


